
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企業は、お客様に選んで頂く(評価して、購入・利用して頂く)ために、お客様に
対して、様々なプレゼンテーションを行います。 

社内においても、評価される側が、評価者に対してプレゼンテーションをするこ

とによって、正しい評価が得られると考えています。そこに、自ら考え、実行す

る工夫が生まれます。 
特に、面接の場は。部下からのプレゼンテーションの場と位置付け、面接その
ものが教育プログラムと考えています。 

人財マネジメントとは、ありたい姿を自ら考え、実行する「自立した社員作り」と

考えています。 

人財マネジメントを実現するためには、 

① 組織として、必要とされる能力［行動特性］を明確にする 

② 人財の動機付けに繋がる育成制度、評価制度を構築する 

③ 人財が活き活きとして、経営ビジョンに貢献できる風土を醸成する 

ことが不可欠と考えています。 

行動特性とは、成果に結びつく、継続して安定的に発揮されている能力をいい

ます。 

例えば、最近、提案型の営業スタイルが求められています。 

しかし、営業の成果は、企画提案書を提出することではなく、企画提案内容を

受注することにあります。 

この企画提案内容を受注するために、必要な能力を行動特性といいます。 
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成果 

導入企業の声： ●経営ビジョンを実現するために必要な能力が明確になった。今は人財育成、公

正な評価に上司の面接能力が問われている(製造業) ●人財マネジメントで社員が活き活きして

いる。人財マネジメントが企業文化を革新するとは思わなかった(小売業) ●戦略に直結した人財

マネジメントを導入する事で、育成目標や教育プログラムを設計しやすくなった(サービス業) 

イーエムイーコンサルタンツ株式会社 http://www.emejp.com 

『ワクワク組織創り』支援メニュー 



 

 

■お申し込み・お問い合わせ■ 
イーエムイーコンサルタンツ株式会社 (大阪府高槻市高槻町 19-2-301)   担当：石田 
    MAIL info@emejp.com    http://www.emejp.com   TEL   072-686-6592   FAX   072-686-6593 
下記申込書に必要事項をご記入の上、FAX にてお申し込み頂くか、E メールに要記載事項をご記入の上お申し込み下さい 
 

人財マネジメント 

レクチャー 

行動特性(ｺﾝﾋﾟﾃﾝｼｰ)の 
抽出 

自社のあるべき姿の検討 

定義・ランクを自社用語に 

転換 

能力要件体系の構築 
(活動事例の抽出) 

資格制度・給与体系の 

設計 

面接制度の構築 

①人財マネジメントの推進プロジェクトに対して、人財マネジメントの考
え方及び今後の活動内容についてレクチャーを行なう 

②自社の「あるべき姿」を「あるべき組織風土」として抽出する。 
※経営ビジョンが明確な場合は、経営ビジョンと組織風土の視点から、 

 あるべき姿を抽出する 

③自社の「あるべき姿」を実現するために発揮すべき行動特性を、ＥＭＥの 
 コンピテンシーモデルをたたき台として抽出する。 
※経営ビジョンが明確な場合は、組織風土に加えて、将来の想定組織に 

 おける部門の役割・責任を果たすために発揮すべき行動特性を抽出する。 

④行動特性毎の定義、行動特性毎のランクの定義を、自社内で理解しやすい用
語に転換する。さらに、自社の能力要件体系としてまとめる。 

⑤社員に理解できる能力要件体系を構築するために、モデル部門を選択、④の
定義に基づいて、具体的な活動事例を抽出する。 

⑥能力要件を基準とした資格制度を構築するとともに、給与体系を設計 
する。 

⑦「自立した社員」を育成する面接制度を構築する。 
 さらに、部下のプレゼンテーションを正しく評価できるように、面接者の 
 訓練を行なう。 

イーエムイーコンサルタンツ株式会社 宛 (ファックス番号：０７２－６８６－６５９３) 
 
貴 社 名：                                              

責任者ご芳名 ：                                              

電 話 番 号 ：                                              

ファックス番号：                                              

E - m a i l：                                              

診   断 

 企業様の現状を人財マネジメントの視点から客観的な立場で診断 

 現状の問題、改善課題を抽出 

診断ご報告・ご提案 

 診断のご報告 

 企業様に最適な導入プロセスのご提案 

標準的なプロセス(半日×１２回) 

導入フォロー 

 ⑤～⑦で設計された、人財マネジメントの仕組は、仮説段階です。移行期

において、面接制度を通じた仕組の検証、さらに、評価基準が変わること

から生じる、旧賃金体系と新賃金体系のギャップを解消する。 

mailto:info@emejp.com
http://www.emejp.com/

